
円
写
真
@
飼
い
主
の
手
に
渡
さ
れ
る
貸
し
付
け
開
閉
千
策
牛
〕

銘喜善意

問
一
所
課
♂
丹
時
閣

f
i
九
又

J
3
3

1
f

日
部
第

丹
市
務
一
4
日

2

求
、
日
日
間

年
平
総
一
問
問
一
吋

お

e

一
毎
年
檎

和
行
集
一
小
四
同
町

昭
塁
線
月
同
郵

軍畢

2月号

2事

(上@

曲細侃『陶同園切~

?
木
造
平
家
一
一
戸
建

二
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

六
畳
、
四
未
聞
置
、
台
所
な
E

マ
家
賃
一
、
一0
5円
の
予
定
。

マ
東
中
原
団
地
@
大
野
怒
れ
ソ
住

宅
前
下
車
。

マ
応
募
臨
調
格
③
市
内
に
一
年
以
上
の
居
住

者
。
②
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
収
入
が
扶
養
家
族
一
人
に
つ
き
一0

0
0
円
を
控
除
し
て
六
六
O
O
円
以
上

一
六0
0
0
円
以
下
で
あ
る
こ
主
。
キ
③

市
税
等
の
滞
納
約
な
い
こ
と
。
⑤
じ
っ

さ
い
住
宅
に
こ
ま
っ
て
い
る
入
。

マ
用
紙
交
付
十
五
日
t

二
十
臼
ま
で
e
申

し
込
み
二
十
日
(
土
〉
I

二
十
二
日
ハR
〉

ま
で
@
抽
選
一
ニ
丹
十
五
日
。

r
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(2) 

マ
サ
η
ノ

ゎI
Mへ

台、

一
手
続
き
を
張
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
る
。
一
一
勧
が
す
〉
め
ら
れ
て
い
る
。
尚
町
叫
に
本

一
刻
刑
制
劇
和
船
利
一
誇
れ
れ
ば
十
時
間
団
長
へ
、

明
ら
し
い
遜
憾
で
一
i
p
!
1
i
j
j
i

一
市
役
所
長
住
警
は
、
米
屋
さ
ん
を
通
一
平
掲
の
小
島
さ
ん

一
じ
て
、
あ
た
ら
し
い
お
米
の
通
帳
を
お
一

F

に
総
理
大
箆
賞

i
t
j
}
l
t
j
i
一
〈
ばDし
て
い
る
。
乙
の
新
活
躍
、
一
霊
感
惣
文
コ
シ
ク
i
ん
で

農
地
改
革
質
収
代
金
一

ζ

と
し
の
十
月
ま
で
使
う
も
の
。
警
一
義
襲
撃
霊
平
塚
路

支
払
い
打
ち
き
り
育
、
ふ
る
い
護
を
も
っ
て
い
る
入
品
襲
撃
意
図
年

d
胆
三
月
ニ
十
喜
十
年
問
一
は
、
蓄
さ
ん
の
店
頭
で
、
あ
た
ら
し
一
機
鞠
噂
心
誠
纏
小
島
美
尚
子

鉱
石
霊
襲
撃
堂
、
空
襲
一
い
も
の
と
霊
と

D

す
え
る
よ
う
、
ま
一
議
ぷ
一

j
eイわ
(
平
塚

i
p
一
一
光
、
重
醸
の
襲
撃
ど
に
、
記
入
孟
議
鮫
襲
撃
議

一
さ
れ
た
農
協
等
の
代
金
を
、
い
ま
だ
に
一
一
議
鐙
鎗
灘
額
緩
繁
一
一
一
頭
六
)

一
一
も
れ
や
ま
ち
が
い
の
あ
る
と
吾
は
、
道
一

4

一
義
務
襲
警

一
受
け
絞
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
。
市
内
一
一
議
議
議
襲
警
弓
は
、
会
留
学

一
ー
一
綬
を
持
参
す
る
よ
う
の
ぞ
ん
で
い
る
。
一

一
で
は
、
件
数
に
し
て
二
百
九
十
枠
、
金
一
{
{
4
j
i
j
{
{
一
語
書
館
協
議
会
主
催
の
襲
感
想
文

一
額
は
官
二
主
万
九
千
円
ほ
と
。
喜
一
山
梨

e
六
郷
町
役
場
一
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学
校
の
苦
手
ユ

一
所
不
四
回
で
払
え
な
い
ま
と
法
務
問
に
一

f

一
i
リ
上
大
人
笠
宮
読
ん
で

A
Vを
応
募

一
禁
容
ず
け
人
れ
)
さ
れ
て
い
る
。
一
戸
籍
簿
を
焼
失
一
審
査
で
一
ニ
位
、
童
三
位
と
ま

一
供
託
後
十
年
た
つ
と
菌
の
も
の
に
な
っ
一
山
梨
県
西
八
伐
琵
ハ
抑
制
防
役
場
は
、
作
一
党
。
は
れ
の
表
彰
式
は
、
一
一
月
十
一
一
一
日

一
て
し
ま
う
。
そ
の
十
年
目
が
一
一
斉
一
二
十
一
古
平
自
年
十
月
火
災
を
出
し
、
そ
の
と
一
東
京
九
段
金
銭
で
行
な
わ
れ
、
総
漣
大

一
日
で
あ
る
か
ら
、
貿
収
代
金
を
ま
だ
も
一
吉
、
向
郡
関
係
者
の
戸
籍
簿
と
そ
の
関
一
思
績
を
受
賞
、
学
綬
と
家
庭
を
よ
ろ
乙

一
ら
っ
て
い
な
い
入
は
、
出
出
怒
、
農
業
委
一
開
閉
審
開
酬
を
焼
失
し
た
。
い
ま
、
法
務
管
一
び
に
つ
〉
ん
で
い
る
。
お
め
で
と
う
。

一
民
生
(
市
鐙
附
接
援
課
内
〉
へ
、
請
求
一
と
間
役
場
の
苧
で
、
戸
籍
簿
の
一
再
製
事
一
円
耳
議
は
必
蕗
盟
問
代
子
さ
ん
}

つら乙具報同
一
弘
土

問
一
角
山

笠
一
勧
…

命
凡H
m
e
z蜘a
t
h
d
g
b
a

昭
一h
鴻
岬

也
日
拝
を
お
ど
ろ
か
せ
、

入
り
し
た
諮
問
掘
の
主
ト
ニ
i
@

ザ
イ

ラ
ー
が
、
白
銀
に
輝
く
チ
ロ
ル
の
山

山
設
省
資
に
、
間
出
る
い
笑
い
と
恋
の

甘
さ
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
胸
の
す
く

よ
う
な
ス
キl
り
妙
授
を
、
総
天
然

色
の
酒
田
白
い
っ
ぱ
い
に
く

D
U
Aぽ

る
ス
キ
!
映
留
。
ー
十
五
日
ま
で
日

一
一
フ

一
山
一

k
'
 

るベす

劇
劇
劃
練t劃
劇
制
一

婦
人
e

男
子
就
職
の
問
中
道

閣
開
立
平
塚
@
小
田
露
婦
人
@
秦
野
各
職

業
協
練
所
で
、
一
一
一
十
五
年
度
都
議
伎
を

募
集
じ
て
い
るJ資
格
、
中
卒
以
上
。

一
昨

I
I
I
-

町
一
筆
画
十
名
仕

上
げ
ヱ
三
す
名
〈
男

子
一
車
修
了
)
、
二
月
二
「
内
口
ま
で
。

平
塚
一
一
一
七
五
大
久
保
会
題
行
パ
ス

資
環
邸
主
車
約
w八
分
。

;
;
一
洋
恭
平
一
一
一
十
名
美
容

…
小
田
原
'二
一
一
哀
史
以
よ
婦
人

一
館
修
了
)
、
編
物
三
十
名
経
努

事
務
一
一
手
五
名
(
以
上
婦
人
六
力
同
月

修
了
)
、
小
田

人口統計から
人口総数 e 品色ノ 106， 710人

世帯総数. dlI7 '22, 771世帯
部 積 e 官民勺 67， 9依m2

人口密度 ..'"K 1， 570人

前月に121入 61世帯が増加し

た。 -2月 1 日しらベー

一X問
。
域
内
。

一
機
械T
M出
十
名
電

車
問
野
一f

一
工
三
十
名
木
工
一
一
一

十
名
(
男
子
一
年
修
了
)

一
一
一
一
月
三
十
一
宮
ま
で
。
車
常
務
務
鶴
田
昌

一
二
一
(
〕

と

ｷ .3 }号

。?主れにも言え

ないあなたの憎

みu心配むとを

そっと訴えてい

事こT三く。

占岩雪@毎月童書 1

第 3月隠 9~幸~15待。

ところ @υ …Æ駒合武道場豊霊祭

穏桜箆 ø. ，.，.・ M・婦人民生議員ほか

総談内容 e 身のうえ@儀援 e 家髭

@住居 e 職業 e 結婚@主主活@教育

その他熔神的経済的問題なんでも

(市穆社欝務続。主士会福社協議会)
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髄輯鱒
③講習会・淘窓会

レコードコンサ四ト@

展示会等書者会合の御利用

を解待ち申し上げて居り

ます

線
天
国
の
-
-
e

船
橋
へ
ル
ス
セ
ン
タ
i

態
国
1
月
幻
自i
3
月
n
g
鋒
認
照

岡
山
門

品
問
臨
調
五
O
Q
向
(
パ
ス
代
体
制
閉
経
共
)

コ
ー
ス
平
塚
一
七
、
ハ

H
Y
券
ケ
附
七
、
一
一

0
5
藤
沢
七
、
題
。
，

t
g横
滋
八
、
一01

絡
橋
へ
ル
ス
セ
ン
9
i
〈
鍾
食
体
議

q
A時

間
)
5東
京
タ
ワ
i
s
平
塚
一
八
、
一
品
。

鑓
白

1
R
別
損5
3

月
η
皆
同
時H間
躍

白
金
援
一
一
一
五
O
円
〈
パ
ス
代
休
殻
麟
共
)

3
1
ス
弔
問
搬
入
、
冊
目
。

J
伊
勢
篠
九
、0

0
桑
野
九
、
ニ
O
i
松
田
i
事
尊

〈
鍾
童)
1
小
田
原
う
小
滅
菌
(
休
憩

3

待
関
〉5平
塚
一
七
、
一
司
一
一

0
1藤
沢
一
八
、

0
0審一

一
瀦
の
縫

製
H日
1

向
月
初
回
H
4
3向
付
彼
自
日
制
時
点
機
柏
開

会
費
一
、A
g回
日
門
パ
ス
伐
掛
幅
約
綴
共
〉

コ
ー
ス

w
T饗
八
」
出0
5小
田
原
》
穏

綬
τ
一
日
一
一
島
i
+

府
T
訟
脳
間
i

下
回
相
出
国
間

(
一
必
)
石
廊
山
i

下
回
(
且
器
量
〉

5

穏
厳
i熱
m
i
襲
i
然
海
i
小
関
嵐
会
込

l

i

喜
一
八
、
o
o
s
藤
沢
日

5
5

跨
事

穆
お
お

や
お
名
後
以
下
の
溺
舎
は
次
鑓
繰
越
と
な
由
ま
ず

J

A
H
V
 

揚
開
問
棚
卸
何
冊
市
錦
ケ
浦
パ
ス
停
留
所
溺

捕
時
造
物
鉄
筋
一
一
一
日
間
磁

察
制
御
梁
拙
却
下
さ
い
滋
綾
部


